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●ホワイトミュージアム／越後妻有2011冬②
●証明書自動交付機が稼働します
●市・県民税、所得税の申告
●表彰おめでとう／交通指導員募集 ほか
●世田谷交流20周年「雪のお年玉大作戦」
●雪の国のおはなし
●はたログ／米粉のレシピ集 ほか
●地域の風～支所からのたより～
●きらめき青春／お～い！昔 ほか
●まちの話題TOPICS／お知らせ・ガイド
●この時　熱中・夢中

　1月16日㈰、大井田コミュニティセンターで、地区の子ど
もたちなど約30人が参加した雪上かるた大会が行われまし
た。このイベントは、郷土の伝統行事などを楽しく子どもた
ちに伝えようと平成３年から行われているもので、大きなか
るたはすべて手作り。札が読み上げられると、子どもたちは
かるた目がけて元気に駆けていました。

　1月16日㈰、大井田コミュニティセンターで、地区の子ど
もたちなど約30人が参加した雪上かるた大会が行われまし
た。このイベントは、郷土の伝統行事などを楽しく子どもた
ちに伝えようと平成３年から行われているもので、大きなか
るたはすべて手作り。札が読み上げられると、子どもたちは
かるた目がけて元気に駆けていました。

　1月16日㈰、大井田コミュニティセンターで、地区の子ど　1月16日　1月16日　1月16日　1月16日㈰㈰㈰㈰、大井田コミュニティセンターで、地区の子ど、大井田コミュニティセンターで、地区の子ど、大井田コミュニティセンターで、地区の子ど、大井田コミュニティセンターで、地区の子ど

いろはかるたで昔を伝えるいろはかるたで昔を伝えるいろはかるたで昔を伝える
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ホワイトミュージアム2011ホワイトミュージアム2011

第62回
十日町

●問合せ＝十日町雪まつり実行委員会　☎757-3100　http://snowfes.jp/

２月18日㈮ 午後６時〜20日㈰ 午後４時

　イベント詳細については市報２月10日号に折り込むガイドブック
をご覧ください。

※天候や雪の状況などにより、イベント内容・会場が変更になることがあります

※都合により、予告なしに出演者が変更になる場合があります

jealkb（ジュアルケービー） May J.（メイ ジェイ） 矢沢洋子

moumoon（ムームーン）ET-KING（イーティーキング）

　市報12月10日号で雪上カーニバルの出演者をお知らせしましたが、さらに、矢沢洋子、

moumoon、ET-KINGの出演が決定しました。豪華アーティストによるミュージックライ

ブと、雪中花火が彩るフィナーレを体感してみませんか。

 雪上カーニバル追加出演者決定！
日時：２月19日㈯　午後５時〜６時30分　会場：城ケ丘ピュアランド

　１月から３月まで、市内各地域で冬の楽しいイベントが開催されています。これを市では「ホワ

イトミュージアム（純白の美術館）として取り組み、伝統的なまつりやイベントの開催で地域にに

ぎわいを呼びます。寒い冬や雪を資源とした、十日町市ならではの催しをお楽しみください。

ホワイトミュージアム2011

　雪まつり事務局、各支所地域振興課、中央公民館、中条・川治・吉田・下条・水沢の各地区公

民館、市役所本庁舎売店、クロス10、キナーレ、ほっくほく何でも案内所、サウンドエース（リ

オンドール店）、オプト・ニワノ、野上書店、共立観光㈱、文具館タキザワ、千年の湯、ジャスコ

十日町店、ブックス平沢（シルクモール店・妻有店）、全国のセブン-イレブン、ローソン、CNプ

レイガイド、JR東日本管内「びゅうプラザ」「みどりの窓口」（一部）

十日町雪まつりパスポート好評発売中（1冊3,000円）

オープニングフェスティバル 2011

ツマリアンボール出場チーム募集

　18日㈮午後６時30分よりコミュニティ

ひろば（十日町高校グラウンド）でオープ

ニングフェスティバルが行われます。ゲス

トに「楽しんご」と「ジャングルポケッ

ト」が登場。このほか、大声選手権やきも

のショーなど、内容盛りだくさんのステー

ジをお楽しみください。

司　会

ヤン 中静祐介 清野 幹

（ヤングキャベツ）

楽しんご ジャングルポケット

開催日：２月20日㈰

会　場：コミュニティひろば（十日町高校

　　　　グラウンド）

参加費：１チーム4,000円

申込み：申込用紙に記入のうえ、事務局へ

　　　　持参、もしくは郵送してください。

　　　　応募多数の場合は抽選とします。

申込み締切り：２月１日㈫　午後５時

※申込書はホームページからもダウンロー

　ドできます

会場：松代総合体育館グラウンド

 ３月12日㈯ 正午
　　〜13日㈰ 午後４時

松 代

　３チーム同時に対戦する雪上バレーボール大会の

出場チームを募集します。

協賛のお願い
①「越後まつだい冬の陣」協賛のお願い（企業・団体）
　越後まつだい冬の陣に協賛していただける企
業や団体を募集しています。協賛額が5,000円以
上の企業や団体で２月８日㈫までに入金が確認
できた協賛者については、当日プログラムに名
前を記載し、当日会場にて協賛者としてアナウ
ンスします。
②「雪中大花火大会」協賛のお願い
　「越後まつだい冬の陣」１日目の夜を彩る「雪
中大花火大会」の協賛を募集しています。金額
は問いませんので、皆さんからのご協力をお願
いします。協賛の詳細については越後松代幕府
まで問い合わせてください。

〈主な内容〉
12日㈯ 午後５時ころ　越後松代幕府出陣式
　　　 午後７時ころ　雪中大花火大会
13日㈰ 午前11時30分　のっとれ！松代城 出陣
　　　 午後０時50分　出陣歌謡祭
　　　　　　　　　　 （ゲスト：城之内早苗、カズン）
●問合せ＝越後松代幕府（松代支所地域振興課）
　　　　　☎597-2220 
　http://www.tokamachishikankou.jp/

　30もの屋台が並ぶ松代城下で、活気

みなぎる催しが好評。人気のメーンイ

ベント「のっとれ！松代城」は、450

人の戦士が松代城一番乗りを競いま

す。「出陣歌謡祭」には大人気の演歌歌

手「城之内早苗」と「カズン」が出演

するなど楽しいイベント満載です。

第
二
十
四
回

越
後
ま
つ
だ
い

　
　
冬
の
陣

遠藤章造司会： 加藤紀子

氏神一番
（ウジガミイチバン）

ホワイトミュージアム2011
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冬
期
閉
館
の
「
絵
本
と
木
の
実
の
美

術
館
」
を
特
別
開
館
し
、
昔
な
が
ら
の

わ
ら
細
工
や
、
縁
起
物
の
ち
ん
こ
ろ
を

作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。外
に
は
巨
大
滑
り
台
が
出
現
し
、

館
内
の
ハ
チ
カ
フ
ェ
で
は
温
か
い
飲
み

物
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

：

２
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
内
容

○
お
し
り
が
ほ
か
も
ち
ん

　
米
俵
の
ふ
た
を
座
布
団
と
し
て
使
う

「
さ
っ
ぺ
し
」
作
り
が
体
験
で
き
ま
す
。

○
こ
こ
ろ
が
ほ
か
も
ち
ん
　

　
正
月
の
縁
起
物
「
ち
ん
こ
ろ
」
作
り

が
体
験
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
20
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時

の
み

■
料
金

：

各
３
０
０
円
※
入
館
料
５
０

０
円
が
別
途
必
要

　
雪
に
覆
わ
れ
た
ま
つ
だ
い「
農
舞
台
」

を
中
心
に
、
２
日
間
限
定
の
ア
ー
ト
作

品
が
出
現
し
ま
す
。

■
日
時

：
２
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
作
品
鑑
賞
チ
ケ
ッ
ト

：

大
人
１
、
３

０
０
円
（
前
売
り
１
、０
０
０
円
）、小
・

中
・
高
生
７
０
０
円
（
前
売
り
５
０
０

円
）
※
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」
入
館
料

含
む

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

：

ま
つ
だ
い
「
農

舞
台
」、
観
光
交
流
課
ほ
か

■
作
品

○
雪
ア
ー
ト
新
潟
ユ
ニ
ッ
ト
「
雪
上
火

炎
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ほ
か

　
新
潟
在
住
の
雪
を
知
り
尽
く
し
た
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
制
作
す
る
ア
ー
ト

作
品
（
主
な
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

：

前

山
忠
、
堀
川
紀
夫
、
関
根
哲
男
ほ
か
）

○
小
沢
剛
＋
か
ま
ぼ
こ
ア
ー
ト
セ
ン
タ

ー「
空
中
か
ま
ぼ
こ
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

　
雪
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
小
沢
剛
の

「
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
模
し
た
バ
ル
ー
ン
を
空
に
飛
ば
し
た

り
、
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
し
ま
す
。

○
木
村
祟
人
「
冬
の
風
見
鳥
」

　
越
後
妻
有
の
冬
の
風
物
詩
。
今
年
は

ど
こ
に
降
り
立
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

○
開
発
好
明
「
雪
温
泉
」

　
雪
を
溶
か
し
て
温
泉
に
変
化
さ
せ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。（
午
前
11
時
～

午
後
３
時
）

○

高

橋

匤

太
「
G
i
f
t
 
f
o
r
 

F
r
o
z
e
n
 
V
i
l
l
a
g
e
」

　
映
像
と
光
を
巧
み
に
操
る
高
橋
匤
太

が
、
１
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
発
光
体
で
雪
原

に
幻
想
的
な
光
を
映
し
出
し
、
モ
ノ
ク

ロ
の
雪
景
色
に
色
鮮
や
か
な
花
畑
を
作

り
出
し
ま
す
。（
26
日
㈯
午
後
５
時
～

７
時
）  

川 西  ３月５日㈯・６日㈰ 
（日時は会場によって異なります） 

　川西地域の雪まつりは、千手地区・上

野地区・橘地区・仙田地区の特徴や個性

が生かされた住民主体の雪まつりです。

会期中に各地区で「ほんやら村」と呼ば

れる広場を８会場で開設し、雪まつりを

盛り上げます。

●問合せ＝かわにし雪まつり実行委員会

　　　　　☎768-4951

http://www.tokamachishikankou.jp/

第24回
ほんやら第25回

雪まつり雪まつり

　幻想的な世界を演出するために、市民の皆さんからの協賛を募っています。皆さんの思いを花火に託し、
冬の静寂の夜空に大輪を咲かせませんか。協賛の詳細については雪原カーニバルなかさと実行委員会へ問
い合わせてください。

メモリー花火・スノーキャンドル協賛募集!

 ３月12日㈯ 午前９時〜〜幻想的な世界へのお誘い〜

第23回 雪原カーニバル
　　　  なかさと2011

中 里

会場：なかさと清津スキー場

　雪原一面に広がるキャンドルの優しい明かり
と冬の夜空を彩るメモリー花火。訪れた人を幻
想的な世界に誘います。

〈主な内容〉
午前10時〜　　　 Snowチュービングなど
午前11時30分〜　食ののれん街 オープン
午後６時〜　　　スノーキャンドル点灯、メモ
　　　　　　　　リー花火など
午後６時50分〜　雪原ライブ、SETSUGEN福ま
　　　　　　　　きなど
●問合せ＝雪原カーニバルなかさと実行委員会
　　　　　☎763-2511
　http://www.nakasato-kiyotsu.jp/

　今年のご利用に感謝の気持ちを込め、
「味の屋台村」や楽しい雪上ゲームで今年
のスキーシーズンを締めくくります。

〈主な内容〉
パン食い競争、色水入れリレー、もちつ
き大会、福まきなど　豪華賞品多数
☆同時開催　第28回松之山温泉アルペン
スキー大会TANADA（棚田）カップ

●問合せ＝市観光協会松之山支部
　　　　　☎596-3011
　http://www.matsunoyama.com/

第28回 松之山温泉スキー場
　　　　スキーカーニバル

 ３月20日㈰ 
  午前10時30分〜午後３時

会場：松之山温泉スキー場ちびっ子広場

松之山

ホワイトミュージアム2011

越
後
妻
有 

２
０
１
１ 

冬
2

大
地
の
芸
術
祭
の
里

鉢
の
ほ
か
も
ち
ん 

２
０
１
１

雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
１

雪
の
里
山
と
ア
ー
ト
を
巡
る
ツ
ア
ー

　
２
月
に
行
わ
れ
る
、
大
地
の
芸
術
祭
の
里
を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
雪

ア
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
夏
と
は
違
う
表
情
に
あ
ふ
れ
た
、
寒
い
冬
を
吹
き
飛
ば
す

楽
し
い
催
し
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
元
な
ら
で
は
の
冬
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

高橋匤太「Gift for Frozen Village」作品イメージ

　
作
品
鑑
賞
チ
ケ
ッ
ト
付
属
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

発
光
体
を
雪
原
に
植
え
て
作
品
作
り
に

参
加
で
き
ま
す
。（
受
付
は
６
時
30
分

ま
で
）

　
冬
期
閉
館
の
人
気
作
品
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
ガ
イ
ド
付
き
ツ
ア
ー
で
す
。

■
期
日

：

２
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

■
料
金

：

１
日
６
、
０
０
０
円
、
２
日

間
１
１
、
５
０
０
円
、
三
省
ハ
ウ
ス
宿

泊
付
１
泊
３
食
１
８
、
０
０
０
円

※
作
品
鑑
賞
チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド
代
・

現
地
移
動
費
込
み

■
行
程

：

26
日
㈯
午
後
１
時
雪
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ま
つ
だ
い「
農
舞
台
」）

～
光
の
館
～
脱
皮
す
る
家
～
午
後
４
時

ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」、
27
日
㈰
午
後

１
時
（
宿
泊
者
は
ま
つ
だ
い
里
山
食
堂

で
昼
食
後
）
雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」）
～
「
森
の
学

校
」
キ
ョ
ロ
ロ
～
最
後
の
教
室
～
午
後

４
時
十
日
町
駅
で
解
散

■
最
小
催
行
人
数

：

15
人
　

■
申
込
み
締
切
り

：

２
月
19
日
㈯

■
申
込
み
・
問
合
せ

　「
大
地
の
芸
術
祭
の
里
」
総
合
案
内

所
　
☎
５
９
５

｜

６
６
８
８
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

　
　
　
（h

t
t
p
:/

/
w

w
w

.e
c
h
ig

o
-

tsum
a
ri.jp/

）
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証明書自動交付機
が稼働します

　
自
動
交
付
機
は
、
銀
行
な
ど
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
と
同
じ
よ
う

に
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
操
作
し
て
住
民

票
な
ど
の
証
明
書
を
簡
単
に
受
け
取
れ

る
機
械
で
す
。

　
利
用
す
る
と
き
は
、
事
前
に
カ
ー
ド

の
登
録
と
暗
証
番
号
の
設
定
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

自
動
交
付
機
と
は

窓
口
で
申
請
す
る
よ
り
も

こ
ん
な
に
便
利
で
す

　
自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

市
役
所
窓
口
で
証
明
書
を
申
請
す
る
よ

稼
働
日
時
と
設
置
場
所

●
稼
働
日
時

　

２
月
１
日
㈫
か
ら

　
毎
日
午
前
８
時
〜
午
後
８
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
稼
働
し
ま
す

※
12
月
31
日
〜
翌
年
１
月
３
日
は
休
止

　
し
ま
す

※
定
期
点
検
の
た
め
一
時
的
に
休
止
す

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
設
置
場
所

　

市
役
所
本
庁
１
階

　（
正
面
玄
関
の
風
除
室
内
）

り
も
便
利
に
な
り
ま
す
。

○
平
日
だ
け
で
な
く
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
で
も
証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
自
動
交
付
機
は
毎
日
午
前
８
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

○
申
請
書
を
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

○
窓
口
よ
り
安
く
証
明
書
の
交
付
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

○
窓
口
で
の
待
ち
時
間
が
短
縮
で
き
ま

す
。

　
登
録
手
続
き
を
し
て
、
ぜ
ひ
自
動
交

付
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　市役所本庁に自動交付機を設置します。簡単な操作で住民票など

の証明書を受け取ることができ、窓口よりも手数料が安くなります

ので、ぜひご利用ください。

2121火

自動交付機イメージ

トイレ
エレ
ベーター 税務課

会計課
ホール

正面玄関

市民生活課

銀　行
派出所

入ってすぐ左側

階　段階　段

証明書の種類
手数料

自動交付機 窓口

住民票（本人及び同じ世帯員のもの） 250 円 300 円

印鑑証明書（本人のもの） 250 円 300 円

戸籍（本籍が十日町市で本人のもの） 400 円 450 円

附票（本籍が十日町市で本人のもの） 250 円 300 円

交
付
で
き
る
証
明
書
と
手
数
料

　
自
動
交
付
機
で
交
付
で
き
る
証
明
書

と
手
数
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自
動
交
付
機
を
利
用
で
き
る
人

利
用
の
前
に
登
録
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す

※
す
べ
て
最
新
の
も
の
に
限
り
ま
す

※
こ
の
ほ
か
の
証
明
書
は
窓
口
で
請
求

　
し
て
く
だ
さ
い

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
自
動
交

付
機
を
利
用
で
き
ま
す
。

○
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
（
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
３
カ
ー
ド
を
含
む
）

○
印
鑑
登
録
証

住民基本台帳カードイメージ印鑑登録証イメージ

※
使
用
で
き
る
カ
ー
ド
は
い
ず
れ
か
の

　
１
枚
だ
け
で
す

※
カ
ー
ド
は
有
効
期
限
内
の
も
の
に
限

　
り
ま
す

●
問
合
せ

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係

　
☎
７
５
７
︱
３
１
１
６

　
十
日
町
市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

※
両
方
持
っ
て
い
る
場
合
は
、
印
鑑
登

　
録
証
を
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
ま

　
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す

　
る
人
は
両
方
の
カ
ー
ド
を
窓
口
に
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い

　自動交付機の稼働に伴い、情報館で土・

日曜日、祝日に実施している住民票などの

証明書発行は、３月末で終了します。

　なお、本庁窓口での土・日曜日の証明書

発行は、４月以降も継続して実施します。

情報館の証明窓口は
３月末で終了します

　
自
動
交
付
機
の
利
用
を
希
望
す
る
人

は
、
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
受
付
は
２
月
１
日
㈫
か
ら
開
始
し

ま
す
。

●
申
請
者

　
利
用
者
本
人
の
み
（
代
理
不
可
）

●
必
要
な
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は
印
鑑

登
録
証

・
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
数
字
４
け
た
の
暗
証
番
号

※
暗
証
番
号
は
証
明
書
の
種
類
ご
と
に

　
設
定
で
き
ま
す

※
全
て
同
じ
数
字
の
暗
証
番
号
は
設
定

　
で
き
ま
せ
ん

※
戸
籍
は
暗
証
番
号
を
２
つ
設
定
す
る

　
必
要
が
あ
り
ま
す

●
登
録
手
数
料

：

無
料

●
手
続
き
窓
口

　
市
民
生
活
課
、
各
支
所
市
民
課

●
注
意
事
項

・
暗
証
番
号
の
登
録
が
必
要
な
た
め
、

代
理
人
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
持
っ

て
い
な
い
と
き
は
、
保
険
証
な
ど
官

公
署
が
発
行
し
て
い
る
身
分
証
明
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
場
合
、

そ
の
日
の
う
ち
に
登
録
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
い
ず
れ
の
カ
ー
ド
も
持
っ
て
い
な
い

と
き
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま

た
は
印
鑑
登
録
証
の
交
付
手
続
き
が

必
要
で
す
。
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２
月
16
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈫

市
・
県
民
税
、所
得
税
の
申
告
　問合せ

◆税務課市民税係
　☎757-3716

◆川西支所市民課
　☎768-4956

◆中里支所市民課
　☎763-2513

◆松代支所市民課
　☎597-2221

◆松之山支所市民課
　☎596-3152

■
市
・
県
民
税
の
申
告
受
付

■
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

■
所
得
税
の
確
定
申
告
は

　

税
務
署
へ

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
市
・
県
民
税

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
営
業
・
農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人

②
地
代
・
小
作
料
・
家
賃
・
配
当
な
ど

の
所
得
が
あ
っ
た
人

③
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や
年

金
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
者
で
２
か
所
以
上
か
ら
給

与
の
支
払
い
を
受
け
た
人

⑤
扶
養
控
除
や
医
療
費
控
除
、
社
会
保

険
料
控
除
な
ど
控
除
を
受
け
る
人

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ

れ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
た
人

③
税
額
を
計
算
し
た
結
果
、
所
得
税
の

納
税
義
務
が
生
じ
た
人

④
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
税
金

が
戻
る
と
思
わ
れ
る
人

⑤
医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
及
び
雑

損
控
除
な
ど
に
該
当
す
る
人

⑥
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
人
　
な
ど

■
申
告
相
談
会
場
と
提
出
場
所

　
申
告
相
談
を
各
地
域
で
行
い
ま
す
。

日
程
は
次
ペ
ー
ジ
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
混
雑
を
避
け
、
待
ち
時
間
を
少
な

く
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
各
地
域
の

該
当
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
十
日
町
地
域

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
隣
）

◎
川
西
・
中
里
・
松
代
・
松
之
山
地
域

　
各
支
所
庁
舎

■
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

①
給
与
や
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

②
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
、
収
入
や

必
要
経
費
が
分
か
る
帳
簿
、
領
収
書

な
ど

③
社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
額
が
分
か

る
書
類
。
た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険

料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
た
控
除
証
明
書
が
必
要

④
「
申
告
の
ご
案
内
」
通
知
が
届
い
た

人
は
、
そ
の
ハ
ガ
キ

⑤
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど
の

控
除
証
明
書

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療

費
の
明
細
書
（
１
年
分
を
集
計
し
た

も
の
）
と
領
収
書

⑦
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障
害

者
手
帳
な
ど
、
障
が
い
の
程
度
が
確

認
で
き
る
も
の

⑧
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人
は
、
寄
附

先
が
発
行
し
た
寄
附
金
の
領
収
書

⑨
筆
記
用
具
及
び
印
鑑

⑩
所
得
税
の
還
付
申
告
を
す
る
人
は
、

振
込
先
の
口
座
番
号
（
本
人
名
義
）

※
事
業
所
得
の
「
収
支
内
訳
書
」
や
、

医
療
費
控
除
の
「
医
療
費
明
細
書
」

は
、
事
前
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い

■
寄
附
金
控
除

　
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人
は
、
通
常

の
申
告
書
類
の
ほ
か
に
「
寄
附
金
の
領

収
書
」
を
用
意
し
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
得
税

が
課
税
さ
れ
な
い
人
で
も
、
市
・
県
民

税
で
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
所
得
税
の
寄
附
金
控
除
は
、

適
用
限
度
額
が
２
、
０
０
０
円
（
改
正

前
５
、
０
０
０
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
　

■
市
・
県
民
税
の
申
告
書

　
市
・
県
民
税
申
告
書
は
、
事
前
に
配

布
し
ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
、
本
庁

税
務
課
市
民
税
係
も
し
く
は
各
支
所
市

民
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
申
告
を
受
け
付
け
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い

　
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人
で
、
年

金
保
険
者
へ
の「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

の
提
出
が
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
扶
養

控
除
な
ど
の
控
除
を
受
け
な
い
ま
ま

市
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
扶
養
控
除
な
ど
の
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
人
は
、
市
・
県
民
税
の

　
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の
税
務
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る
人

は
、
関
係
書
類
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
会
場
及
び
日
程

◎
川
西
支
所

：

３
月
１
日
㈫
　

◎
中
里
支
所

：

２
月
17
日
㈭
　

◎
松
代
支
所

：

３
月
２
日
㈬
　

各
会
場
と
も
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

◎
松
之
山
支
所

：

２
月
18
日
㈮
　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

▼
対
象

・
小
規
模
事
業
者

・
給
与
や
年
金
な
ど
の
所
得
者

・
雑
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
の
申
告
や

　
税
務
相
談
の
あ
る
人

　　地域
期日　　 十日町地域 川西地域 中里地域 松代地域 松之山地域

２
月

16日㈬

十日町地区

この期間中
は、支所で
の申告相談
は受け付け
ていません。
十日町保健
センターへ
おいでくだ
さい

芋沢・田沢本村・桂
東田沢・如来寺・豊里

この期間中は、支所での
申告相談は受け付けてい
ません。十日町保健セン
ターへおいでください

松之山

17日㈭ 上山・田中・小原
兎口・光間・新山

水梨・小谷・大荒戸

18日㈮ 干溝・荒屋・山崎 上川手・下川手・湯山

21日㈪

六箇地区
吉田地区

芋川新田・宮沢・鷹羽
桔梗原・高道山・朴木沢
通り山・市之越・白羽毛

湯本（上）・天水越

22日㈫
程島・東田尻・角間
葎沢・土倉・倉下

小出・西方・西田尻
湯本（下）・天水島

23日㈬

中条地区

貝野地区
藤倉・中尾・東川
上鰕池・下鰕池

24日㈭

倉俣・田代地区

五十子平・坪野・東山
松之山赤倉・藤原・曽根
新田・上之山・湯之島

25日㈮
中立山・田麦立・月池
坂中・豊田・北浦田

西之前・黒倉

28日㈪
下条地区

この期間中は、支所での
申告相談は受け付けてい
ません。十日町保健セン
ターへおいでください

この期間中は、支所での
申告相談は受け付けてい
ません。十日町保健セン
ターへおいでください

３
月

１日㈫

川西地域
全地区

松代１班〜20班

２日㈬

川治地区

松代21班〜51班

３日㈭
小荒戸・太平・千年

松代田沢・青葉・池尻

４日㈮
菅刈・会沢・清水・桐山
蓬平・松代東山・海老

７日㈪

水沢地区

小屋丸・池之畑・孟地
松代下山・苧島・中子

片桐山・滝沢

８日㈫
犬伏・田野倉
仙納・莇平

９日㈬
寺田・名平・蒲生

儀明・竹所・木和田原

10日㈭
上記の相
談日に来
場できな
かった人

福島・奈良立
室野・星峠

11日㈮ この期間中は、支所での申告相談は受け付けていません。
十日町保健センターへおいでください

◎例年、この時期は大変混み合いますので、待ち時間が長くなることがあります。
14日㈪

15日㈫

《申告相談日程表》※受付時間は午前９時〜午後４時（正午〜午後１時の間を除く）です

■
無
料
税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
各
支
所
の
申
告
相
談
会
は
期
間
が
短

く
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
�
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市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
消
防
庁

の
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

�

Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
を
導
入
し
、
緊
急
情
報
を

Ｆ
Ｍ
告
知
受
信
機
に
よ
り
放
送
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
12
月
に
消
防
庁
の
シ
ス

テ
ム
が
改
修
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
震

度
速
報
（
地
震
発
生
の
約
２
分
後
に
観

測
し
た
地
域
名
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
も

の
）
の
う
ち
、
震
度
３
以
下
の
も
の
は

自
動
放
送
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
積
雪
期
に
震
度
３
以
上

で
放
送
し
て
い
た
震
度
速
報
の
放
送
基

準
を
震
度
４
以
上
に
変
更
し
、
通
年
で

震
度
４
以
上
を
観
測
し
た
場
合
に
放
送

し
ま
す
。

Ｆ
Ｍ
告
知
受
信
機
に
よ
る
震

度
速
報
の
放
送
基
準
を
変
更

し
ま
し
た

除
雪
作
業
中
の
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
�
う

防
災
安
全
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
合
せ

：

防
災
安
全
課
　
☎
７
５
７

｜

３
１
９
７

　
除
雪
作
業
中
の
事
故
に
よ
り
毎
年
多

く
の
負
傷
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
除

雪
作
業
時
は
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
作
業
は
、
家
族
や
隣
近
所
な
ど

に
声
を
か
け
て
２
人
以
上
で
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
す
る
と
き
に

は
、は
し
ご
の
固
定
や
命
綱
の
使
用
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
安
全
管
理

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
機
の
雪
詰
ま
り
の
除
去
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
確
認
し
て
か

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
軒
下
で
の
除
雪
作
業
時
は
、
屋
根
雪

の
落
下
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
雪
壁
の
崩
落
や
消
雪
池
・
河
川
へ
の

転
落
な
ど
、
家
の
周
囲
で
の
事
故
に

も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
が
事
故
に
遭
う
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
、
休

憩
時
間
を
多
く
取
る
な
ど
の
体
調
管

理
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

十日町市交通指導員を募集します
　現在17人いる交通指導員を増員して交通安全対策を強化するため、次のとおり交通指導員を募

集します。

◆任務：警察署や交通安全推進機関などとの緊密な連携の下に、交通事故防止を図るとともに、交

通道徳の高揚と交通秩序の保持のため、①保育所・幼稚園における幼児交通安全教室の指導②小・

中学校における自転車教室の指導③地域から要請のある交通安全教室の指導④春・夏・秋・冬の

交通安全運動期間中の街頭における交通安全指導⑤地域全体のまつり・イベントなどにおける交

通安全誘導などに従事します（①・②・③・⑤は複数人で従事）。

◆身分：十日町市非常勤特別職　

◆募集人数：３人

◆応募資格：自家用車を運転し、任務先に行ける人

◆委嘱期間：４月１日～ 25年３月31日（更新あり）

◆報酬（１日につき）：街頭での交通安全指導1,000円、交通安全教室の指導など2,500円（年額では、

従事の実績に応じて、最も多い人で40万円程度、少ない人で５万円程度）※制服などは貸与

◆応募方法：２月21日㈪までの間に、所定の申込書（市民生活課と各支所地域振興課に配置）と

運転免許証の写しを持参、または郵送で提出。※市ホームページから申込書をダウンロードでき

ます

◆選考方法：書類選考と面接

◆面接日時・会場：２月27日㈰　午後１時30分～　十日町保健センター（市役所隣）

◆合否発表：３月上旬に書類で通知

◆応募・問合せ：市民生活課交通生活係

　　　　　　　　〒948-8501　十日町市千歳町３- ３　☎757-3740

小
学
校
と
中
学
校
の
校
舎
が
併
設

し
た
形
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
２
　「
小
中
一
貫
校
」
と
「
小
中

一
貫
教
育
」
は
ど
う
違
う
の
で
す

か
。

Ａ
　「
小
中
一
貫
校
」
は
、
文
部
科

学
省
か
ら
特
別
な
認
定
（
教
育
課

程
特
例
校
）
を
受
け
、
小
学
校
と

中
学
校
の
教
育
内
容
を
統
合
し
、

９
年
間
を
と
お
し
た
独
自
の
教
育

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
　
十
日
町
市
で
進
め
る
の
は
、
Ｑ

１
で
お
答
え
し
た
「
小
中
一
貫
教

育
」
で
す
。
小
学
校
６
年
間
・
中

学
校
３
年
間
そ
れ
ぞ
れ
を
修
了
し

て
卒
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
小
学

校
を
卒
業
し
た
後
は
今
ま
で
ど
お

り
津
南
中
等
教
育
学
校
な
ど
へ
の

進
学
も
で
き
ま
す
。

Ｑ
１
　「
小
中
一
貫
教
育
」
は
、
学

校
を
統
合
し
た
り
、
新
し
い
校
舎

を
造
っ
た
り
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
十
日
町
市
が
進
め
る
「
小
中
一

貫
教
育
」
は
、
学
校
を
統
合
し
た

り
、
新
し
い
校
舎
を
造
っ
た
り
す

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
今
あ
る
小
・
中
学
校
は
そ
の
ま

ま
で
、
中
学
校
区
内
の
教
職
員
の

協
働
体
制
の
充
実
や
地
域
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
小
学
校
間
や

小
・
中
学
校
間
の
連
携
を
円
滑
に

し
、
９
年
間
を
と
お
し
て
子
ど
も

の
豊
か
な
学
び
と
育
ち
を
実
現
し

ま
す
。

　
　
た
だ
、
現
在
進
め
て
い
る
学
校

の
耐
震
化
計
画
に
よ
る
校
舎
の
改

築
工
事
で
、
校
舎
の
移
設
が
可
能

な
場
合
は
、
地
域
の
意
見
を
基
に

その1

　
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
先
進
地
か
ら
講
師
を
招
い
て
の
講

演
会
や
、
モ
デ
ル
中
学
校
区
を
中
心
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
号
か
ら
３
月
10
日
号
ま
で
の
４
回
に
わ
た
�
て
、
説
明
会
で
受
け
た
質
問

を
中
心
に
、十
日
町
市
が
進
め
る
「
小
中
一
貫
教
育
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
な
お
、
モ
デ
ル
中
学
校
区
（
下
条
・
川
西
・
中
里
・
松
代
）
で
は
、
23
年

度
か
ら
試
行
を
始
め
ま
す
。

■
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
　
☎
７
５
７
―
３
３
３
６

Ｑ
＆Ａ

小
中
一
貫
教
育

Ｑ
＆Ａ

　「森の学校」キョロロでは、２月12日㈯に第３回

つまり市民里山学会を開催します。豊かな自然環境

に恵まれた十日町市と津南町からなる妻有地域。こ

の地域で活動を展開している、自然に関する市民団

体や個人が一堂に会し、地域資源にかかわる調査研

究活動の報告や成果の発表を行います。身近な里山

の自然にわくわくするような意外な発見があるかも

しれません。気軽においでください。

◇日時：２月12日㈯　午前10時30分～午後３時

　　　　（予定）

◇会場：情報館

◇参加費：無料

◇問合せ

　「森の学校」

　キョロロ

　☎595-8311

第３回 つまり市民里山学会 法務大臣表彰
おめでとうございます

　永年にわたり保護司として活躍し、地域に

貢献してきた大野博道さんが法務大臣から表

彰されました。晴れの栄誉に輝き、おめでと

うございます。

大野　博道さん

（上川手・64 歳）

　
平
成
元
年
か
ら
21
年
間
に
わ
た
り
保

護
司
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
大
野
さ
ん

は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
人
は
人
に
よ
っ
て
生

か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
仏
教
の
教

え
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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大盛況！世田谷っ子に
雪のお年玉大作戦

ま
ち
の
木
の
交
流

世
田
谷
区
に
雪
を
運
ん
で
20
周
年

熊
本
区
長
か
ら
関
口
市
長
へ
20
年
間
に

わ
た
り
雪
を
運
ん
だ
こ
と
に
対
し
て
感

謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。
さ
ら
に
、
当

初
か
ら
こ
の
新
年
子
ど
も
ま
つ
り
に
協

力
し
て
き
た
越
後
松
代
幕
府
初
代
副
将

軍
こ
と
村
山
達
三
さ
ん
と
松
苧
太
鼓
保

存
会
会
長
の
小
嶋
務
さ
ん
へ
も
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。十
日
町
市
か
ら
は
、

相
互
理
解
と
友
好
の
き
ず
な
を
深
め
よ

う
と
、
記
念
品
と
し
て
縁
起
物
ミ
ニ
米

俵
と
火
焔
型
土
器
の
レ
プ
リ
カ
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
世
田
谷
区
へ
の
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
、
旧
松
代
町
が
平
成
４
年
１
月
か
ら

始
め
た
も
の
で
、
今
年
で
20
周
年
。
友

好
交
流
都
市
の
世
田
谷
区
に
雪
を
約
30

ト
ン
運
び
込
み
、
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の

陣
と
区
の
指
定
保
養
施
設
で
あ
る
芝
峠

温
泉
雲
海
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
30
ｍ
の

雪
の
す
べ
り
台
や
か
ま
く
ら
を
作
っ
て

交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
20
周
年
を
記
念
し
、
１
月
８

日
㈯
に
世
田
谷
区
関
係
者
と
の
交
流
会

が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
９
日
㈰
に
行
わ

れ
た
世
田
谷
区
新
年
の
つ
ど
い
に
関
口

市
長
と
山
岸
産
業
観
光
部
長
が
来
賓
と

し
て
初
め
て
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
新
年
子
ど
も
ま
つ
り
で
交
流
20
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
世
田
谷
区
の

　
今
回
世
田
谷
区
か
ら
贈
ら
れ
た
記
念

品
は
、
世
田
谷
区
が
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の

街
で
あ
る
こ
と
か
ら
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の

ジ
オ
ラ
マ
２
点
と
、
世
田
谷
区
の
木
で

あ
る
け
や
き
の
苗
木
。

　
苗
木
は
、
平
成
13
年
に
10
周
年
を
迎

え
た
と
き
、
記
念
品
と
し
て
旧
松
代
町

の
木
で
あ
る
ブ
ナ
の
苗
木
を
世
田
谷
区

成
城
９
丁
目
に
あ
る
﹃
み
ん
な
の
森
﹄

に
植
樹
し
た
も
の
に
対
し
、
世
田
谷
区

の
木
で
あ
る
け
や
き
の
苗
木
が
贈
呈
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　﹃
み
ん
な
の
森
﹄
に
は
、
平
成
13
年

か
ら
平
成
20
年
ま
で
、
松
代
小
学
校
緑

の
少
年
団
と
世
田
谷
区
立
千
歳
小
学
校

の
児
童
と
の
協
同
作
業
で
毎
年
ブ
ナ
の

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
標
高
が
低
く

冬
は
空
気
が
乾
燥
す
る
東
京
で
は
、
ブ

ナ
は
根
付
か
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
乾
燥
か
ら
守
る
た
め
当
番
を
決

め
て
水
や
り
を
す
る
な
ど
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
努
力
で
現
在
は
区
内
で
も
ブ
ナ

林
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊本区長へ記念品を手渡す関口市長

『みんなの森』に植樹されたブナ

昨年８月にまつだいふるさと会館で開催された交
流 20 周年記念特別展「ウルトラマンキッズワー
ルド」

　
新
年
子
ど
も
ま
つ
り
の
目
玉
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
運
び
込
ん
だ
雪
で
作
り

上
げ
た
か
ま
く
ら
と
30
ｍ
の
雪
の
す
べ

り
台
で
す
。
特
に
、
雪
の
す
べ
り
台
は

毎
年
大
人
気
。
今
年
も
ま
つ
り
が
始
ま

る
午
前
10
時
に
な
る
前
か
ら
す
で
に
行

列
が
で
き
、
最
大
で
１
時
間
以
上
の
待

ち
時
間
と
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
今
回
は
十
日
町
市
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

の
金
子
彩
花
さ
ん
と
雪
ま
つ
り
キ
�
ラ

ク
タ
ー
の
ネ
ー
ジ
�
も
参
加
し
、
ホ
ワ

イ
ト
ミ
�
ー
ジ
ア
ム
を
は
じ
め
と
し
た

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
を
Ｐ
Ｒ
。
さ
ら
に
、

コ
メ
パ
ン
マ
ン
も
登
場
し
、
米
粉
と
米

粉
パ
ン
の
試
食
品
の
配
布
な
ど
に
一
役

買
い
ま
し
た
。
ま
た
、
松
代
の
名
物
料

ま
つ
り
は
大
盛
況
！

理
﹃
も
ぐ
ら
汁
（
き
の
こ
汁
）﹄
は
大

評
判
で
、
完
売
す
る
ま
で
長
い
行
列
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
20
周
年
記
念
行
事
の
新

年
子
ど
も
ま
つ
り
の
大
成
功
に
よ
り
今

後
ま
す
ま
す
相
互
理
解
が
深
ま
り
、
交

流
人
口
増
加
に
向
け
発
展
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

雪のすべり台に大はしゃぎ！

ミス十日町雪まつりも大忙し ネージュとコメパンマンは子どもたちの人気者

世田谷区ってどんなところ？
　東京都世田谷区は、面積約58㎢、人口は東

京23区最多の約84万人。政治家をはじめ、芸

能人や著名人が数多く居住し、『人材の宝石箱』

とも形容されている緑豊かな都市です。現在は

全国37の自治体と交流を行っています。

　旧松代町では芝峠温泉雲海が日本海側で初め

て世田谷区指定保養施設に認定されたほか、年

間を通じて世田谷区民が松代を訪れ、さまざま

な芸能人や著名人がやってくることもありま

す。また、越後まつだい冬の陣には、大勢の区

民が訪れるだけでなく、メーン行事の雪中鉄人

世田谷区民による
十日町市のアンテナショップ

　世田谷区中町４丁目には、松代のどぶろくやみ

そ、納豆など無農薬の食料品をメーンとしたアン

テナショップ「自然食の健康食卓」があり、世田

谷区内でも注目されています。

　この店を運営するスタッフは、毎年松代の棚田

で実際に無農薬の米作りに取り組んでいて、自分

たちで確認した安全・安心な農産物として販売を

行い、年々顧客も増えてきているとのこと。特に、

世田谷区内で穫れた夏みかんを松代に運び込み、

協働作業で手作りするマーマレードのジャムは評

判で、現在は

「世田谷みや

げ」の一つに

認定されてい

ます。

　１月９日㈰、新年の晴れわたる空の下、東京都世田谷区で第32回新年子どもまつりが開催されま

した。会場には十日町市から雪が運ばれ、約１万7,000人の世田谷区民が十日町市の雪を体験しました。

世田谷区

レ ー ス「 の っ と

れ！松代城」に毎

年『世田谷賞』が

用 意 さ れ て い ま

す。

東京都

世田谷交流20周年
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21
年
度
に
始
ま
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
モ
デ
ル
事
業
「
雪
の
国
の
お
は
な

し
」。
こ
れ
は
、
雪
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
や
知
恵
、歴
史
や
文
化
な
ど
、

雪
国
特
有
の
事
柄
を
少
し
掘
り
下
げ
、

市
民
・
事
業
者
・
市
が
協
働
し
て
雪
へ

の
か
か
わ
り
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
て
い
く
も
の
で
す
。

昨
年
同
様
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報

の
紙
面
を
利
用
し
て
、
雪
に
つ
い
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
快
適
な
雪
国
生
活
を
目
指
し
て
、

雪
に
つ
い
て
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
民
み
ん
な
の
願
い
﹁
快
適
な
雪

国
生
活
を
過
ご
す
﹂
た
め
に

昨年の編集委員会の取材

﹁
雪
の
国
の
お
は
な
し
﹂

　
　

編
集
委
員
会
立
ち
上
げ

　
昨
年
12
月
16
日
に
第
１
回
「
雪
の
国

の
お
は
な
し
」
編
集
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
編
集
委
員
は
、公
募
市
民
・

防
災
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
除
雪
関
係
事
業
者
・

市
職
員
な
ど
で
す
。
本
年
度
初
の
会
議

で
は
テ
ー
マ
が
決
定
し
ま
し
た
。

■
本
年
度
の
テ
ー
マ

①
雪
国
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
人
た

　
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
。

②
雪
国
の
文
化
（
雪
の
遊
び
・
除
雪
道

　
具
・
雪
利
用
の
知
恵
）
な
ど
を
紹
介
。

　
今
後
は
、
こ
の
編
集
委
員
会
で
取
材

に
行
っ
た
り
、
編
集
を
し
た
り
す
る
予

定
で
す
。
皆
さ
ん
の
近
く
に
も
取
材
に

行
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
編
集
委
員
会
で
は
、
テ
ー
マ
に
合
っ

た
次
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
こ
の
人
・
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
い
る
か

　
ら
、
雪
が
降
っ
て
も
快
適
に
過
ご
せ

　
る
と
い
う
事
例

②
雪
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
る
事
例
や

　
雪
国
な
ら
で
は
の
遊
び

　
情
報
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
編
集
委
員
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■問合せ
　企画政策課協働推進係
　☎ 757-3693　FAX752-4635
　Ｅメール
　t-kikaku@city.tokamachi.lg.jp

その7

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

の
雪

の
国は

お

し
な

　雪国ならではの生活の様子、雪の中でたくましく生きる人々や楽しく遊ぶ子どもたち、豪雪の記

録、美しい雪景色など、十日町市内で撮影された雪にまつわる写真を募集しています。応募写真は、

森の学校「キョロロ」で今年10月に開催予定の「雪の展示（仮称）」で展示するほか、ポスターや

パンフレットなどに活用します。とっておきの写真を持っている人は、ぜひ応募してください。

■募集期間：５月31日㈫まで

■応募規格：十日町市内の雪を題材とした写真で未加工のもの（Ａ３サイズにプリントしてくださ

い）。撮影年代やモノクロ・カラーは問いません。

■応募方法：作品とともに①題名②撮影年月③撮影者氏名・郵便番号・

住所・電話番号④作品の解説（あれば）を記入のうえ、郵送もしく

は持参してください（様式は問いません）。

■応募規定：①応募作品の著作権は撮影者に帰属します。ただし、主

催者・協賛者は応募作品をポスターやパンフレットなどに利用・転

用する権利があります。②肖像権などを含む著作物に関しては、応

募者が権利者の承諾を得てください。③応募作品は１人１点に限り

ます。④応募作品は返却しません。⑤優秀作品には賞品を用意して

います。

■応募・問合せ：〒942-1411十日町市松之山松口1712-2

　「森の学校」キョロロ　☎595-8311　ＦＡＸ595-8320 ©藤間信行

十日町市雪の写真展

　
市
内
の
冬
の
様
子
を
昔
と
現
在
と
で
比
較
し
ま
す
。
交
通
事
情
や
除
雪
技

術
の
向
上
な
ど
、冬
の
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、

写
真
を
と
お
し
て
そ
の
変
化
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
第
１
回
は
、
本
町
３
丁
目
の
様
子
で
す
。

雪
国
と
お
か
ま
ち
今
昔
物
語
№
１

【昭和41年】
　45年前、キカイゾ
リで荷物を運搬する
様子。

（写真資料：山内景行氏所蔵）

【平成23年】
　車が行き交う現在の
様子。お店をヒントに
比較してください。
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　代 表 者：代表取締役　覚張　寿男
　所 在 地：十日町市四日町新田298-1
　連 絡 先：☎752-5183　
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.o-tedenki.co.jp/
　従業員数：34人
　事業内容：電気機器部品の製造、
　　　　　　基板組立・完成　
　採用計画：未定
　理念/方針：お客様のニーズに応
　　　　　　えるよう、技術と品
　　　　　　質を常に向上するよ
　　　　　　う努める

　代 表 者：代表取締役社長　根津　公彰
　所 在 地：十日町市八幡田町
　連 絡 先：☎750-1831
　従業員数：11人
　事業内容：サンチュ、ロメインレタスの育成、販売
　採用計画：未定
　理念/方針：「健康でおいしい

無農薬野菜」を年
間通して、一定価
格で安定供給しお
客様に安心をお届
けする

※市ホームページにも掲載しています

̶米粉のレシピ集̶̶米粉のレシピ集̶

を食べようを食べよう
●問合せ　産業観光企画課　☎757-3691

6

★問合せ　中里公民館　☎ 763-2493

【２月の番組情報】
☆２月の星空（定期）☆「マーシャルの星物語」（企画番組）

投影日：２月６日㈰・13日㈰・20日㈰・27日㈰

投影時間：午前11時～（約40分間）

★冬の晴れた夜に星空を見上げると、ほかの季節よ

りきれいな感じを受けます。理由は二つ。一つは、

１等星が多いことです。ぎょしゃ座のカペラ・ふた

ご座のポルックス・こいぬ座のプロキオン・おうし

座のアルデバラン・オリオン座のベテルギウス・リ

ゲル・おおいぬ座のシリウスの７個が見えます。全

天で21個あるうち、３分の１もの１等星が輝いて

いるのです。もう一つは、冬は空気中のもやが少な

く、晴れれば透明度の高い日が多いためです。

★冬の星空の目印といえば、「夏の大三角」に対抗

して「冬の大三角」。シリウス・プロキオン・ベテ

ルギウスを結んでできるきれいな三角形です。

★冬の星々の結び方は、冬の大三角以外にもいろい

ろあります。カペラ・ポルックス・プロキオン・シ

リウス・リゲル・アルデバランを結んだ、ちょっと

ゆがんだ六角形が「冬のダイヤモンド」で、中心に

はベテルギウスが輝いています。カペラ・ふたご座

のカストル・ポルックス・プロキオン・シリウスを

つないでできる半円形は「冬の大円弧（シリウス大

円弧）」。カペラ・アルデバラン・ベテルギウス・リ

ゲル・シリウスを結ぶと「Ｗ」になり、「ウィンター・

ダブリュ」と呼びます。最後に「ビッグＧ」。まず、

アルデバラン・カペラ・カストル・ポルックス・オ

リオン座の三ツ星を円弧

で結びます。これにベテ

ルギウスとリゲルを直線

で結び、さらに三ツ星と

シリウスを直線で結ぶと

大きな「Ｇ」ができあが

ります。アメリカでは「冬

のダイヤモンド」よりも

有名なのだそうです。

あんぼの具のアレンジ～ドライカレー～

◆材　料
　・ひき肉…200g

　 ・玉ねぎ（みじん切り）…１個

　・しょうが（みじん切り）…１かけ

　・にんにく（みじん切り）…１かけ

　・バター…５g　・カレー粉…小さじ２

　・塩…小さじ１弱　・こしょう…少々　

　・ナツメグ…少々　・ケチャップ…大さじ３

　・レーズン…大さじ２

◆作り方
①フライパンを火にかけてバターを溶かし、

しょうが・にんにく・玉ねぎの順で加えて

よく炒める。さらに塩を加え、水気がなく

なるまで炒める。

②玉ねぎがしんなりしてきたら端によせ、空

いたところでひき肉を炒める。ひき肉が白

くなってきたらナツメグを入れ、玉ねぎと

いっしょに混ぜ合わせる。

③塩・こしょうをしていったん火から下ろし、

カレー粉を入れて全体によく混ぜる。さら

にケチャップを混ぜ、再び火にかける。

④最後にレーズンを入れて混ぜ合わせる。

昭和56年に旧堀之内町の本社工場から一部業務を移転し創業しました。

当時は、ビデオテープレコーダーのチューナーなどを製造していましたが、

時代の流れとともに変化し、現在はパチンコなどのアミューズメント機器

やファンヒーター、空気清浄機などの電子基板が主力製品となっています。

工場は２勤交替制で、顧客の納期に柔軟に対応するため24時間操業も可

能な体制をとっています。生産能力は、１日平均100万チップを製造、組

立し、約１万枚の電子基板を首都圏の大手パチンコメーカーや長岡市内の

大手電化製品メーカーなどに納品しています。

県内に類似企業が多い中、他社と差別化を図るため、品質はもとより多品種

小ロット生産と納期を重視しています。より良い製品を作るために、「自分の

作業工程がお客様の買う製品に影響を与え、日々の小さな注意の積み重ねが製

品の評価に繋がる」という姿勢を大切にしています。今後も産業界の「大手」

企業に負けない志で、国内生産、国内販売を第一にした製品づくりに努めます。

平成12年に根茂織物㈱が所有する遊休工場を利用して創業。山形県米沢

市に本社のある㈲安全野菜工場から技術供与を受け、サンチュの水耕栽培を

始めました。栽培面積は約150坪と県内最大規模で、年間７万株ほどを生産、

販売しています。出荷先は、焼き肉屋やファミリーレストラン、ホテルなど

約400店舗に直販し、そのうち県外が約８割を占めます。

広い床面積を有する旧織物工場と豊かな地下水を利用した室内水耕栽培

で、種まきから約50日で出荷となります。また、室内栽培のため温度など

の一定管理が可能で、年間をとおして品質が安定しています。生産品は出

荷先から高く評価され、受注量は年々増加。来年度には大型設備を増設し、

1.5倍程度に生産能力の増強を図る予定です。また、コスト削減対策として、

光合成に必要な光の損失率を抑えるため、蛍光灯に反射板を設置することで、

最大約30％の電気代が削減されました。今後は、太陽光などの代替エネル

ギーの利用も視野に入れ、クリーンでエコな野菜づくりを進めていきます。

〜野菜のサンチュとロメインレタスの水耕栽培・販売を行っています。無農薬
栽培のため、安全、安心であるとともに、室内栽培であるため天候に左右
されることなく、通年で安定した品質、数量を提供することができます〜

〜電気機器のプリント基板の設計・実装や、精密機械の製造組立などを行っ
ています。確かな品質と納期の重視を基本とし、社員一人ひとりのプロ意
識の醸成を図り、お客様に喜ばれる製品づくりに努めています〜

有限会社　安全野菜新潟工場 株式会社　オーテ電気

有限会社　
安全野菜新潟工場

株式会社　
オーテ電気

16市報とおかまち　平成23年1月25日号

事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで市報とおかまち　平成23年1月25日号17

…プ…
ラ…ネ…タ…リ…ウ…ム…

⑩

その26



松
之
山
温
泉
で
越
後
の
奇
祭

「
む
こ
投
げ
・
す
み
塗
り
」

松
之
山
温
泉
で
越
後
の
奇
祭

「
む
こ
投
げ
・
す
み
塗
り
」

　
１
月
15
日
㈯
、「
む
こ
投
げ
・
す
み

塗
り
」
が
松
之
山
温
泉
街
奥
の
薬
師
堂

と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
前
年
に
結
婚
し

た
お
婿
さ
ん
を
、
薬
師
堂
前
の
約
５
ｍ

の
崖
の
上
か
ら
雪
の
斜
面
に
投
げ
る
と

い
う
伝
統
あ
る
小
正
月
行
事
。
今
年
の

　１月２日㈰、松之山温泉スキー場レストハウス

雪椿前広場で、恒例の新春もちつき大会が開催さ

れ、スキー客など約150人がつきたてのもちを味

わいました。来場者に少しでも正月気分を味わっ

てもらおうとスキー場開設以来行っているもの

で、中にはこのもちつきを楽しみに毎年来場する

人もいます。もちは、きなこ・あんこ・おろしで

味付け。地元農家のお母さんが用意した野沢菜漬

けやたくあん漬けなどとともに配布されました。

　途中からお客さんももちつきに参加し、大人に

替わって子どもがつき始めると、一生懸命シャッ

ターを押す保護者の姿が見られました。来年も計

画されていますので、ぜひご来場ください。

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で

新
春
も
ち
つ
き
大
会
開
催

「森の学校」キョロロで
小正月の伝統行事『若木迎え』開催
　１月９日㈰、「森の学校」キョロロの森で若木

迎えが行われました。若木迎えは、小正月に山に

入り、旧年中の感謝と新年の恵みの祈願を山の神

様に捧げる伝統行事。30年ほど前に一度途切れ

ていたものを、地域の伝統文化を残そうと「森の

学校」キョロロが復活させたものです。

　この日は、地元集落住民の案内で観光客など約

30人が山に入り、雪で作った祭壇に御神酒など

を供えた後、木の枝を切り持ち帰りました。持ち

帰った枝は「さいの神」といっしょに燃やし、そ

の火や煙にあ

たって一年間

の健康を祈り

ました。

主
役
は
、
市
内
犬
伏
の
松
山
恭
平
さ

ん
・
悠
里
さ
ん
夫
妻
。
午
後
２
時
過
ぎ
、

お
婿
さ
ん
は
若
い
衆
に
肩
車
さ
れ
て
湯

守
処
「
地じ

炉ろ

」
前
を
出
発
。
大
勢
の
観

客
が
見
守
る
中
、
急
な
坂
道
を
「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」
の
威
勢
の

い
い
掛
け
声
で
薬
師
堂
ま
で
登
っ
た
一

行
。「
イ
チ
ニ
ノ
ー
サ
ン
！
」
で
お
婿

さ
ん
が
宙
に
舞
う
と
、
観
客
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
新
妻
は

崖
の
下
で
心
配
そ
う
に
見
守
り
、
雪
の

上
を
転
が
り
落
ち
て
く
る
夫
を
優
し
く

介
抱
。
観
客
か
ら
は
、「
お
め
で
と
う
」

の
祝
福
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
す
み
塗
り
は
、
薬
師
堂
か
ら
少
し
離

れ
た
小
高
い
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
３
時
過
ぎ
、
８
ｍ
も
あ
る
さ
い
の

神
に
点
火
さ
れ
、
お
祭
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。
下
火
に
な
っ
た
こ
ろ
を
見
計

ら
っ
て
、
灰
と
雪
で
墨
を
つ
く
り
、
だ

れ
か
れ
と
な
く
お
互
い
の
顔
に
塗
り
合

い
、
た
ち
ま
ち
参
加
者
の
顔
は
真
っ
黒

に
な
り
ま
し
た
。
一
年
間
の
無
病
息
災

を
祈
る
お
祭
り
は
、
歓
声
や
笑
い
声
が

響
く
中
、
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
遊
戯
室
を
楽
し
そ
う
に
駆
け
回
っ
て

い
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
え
く
ぼ
」
も
開
設
さ
れ
る
予
定

で
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
、

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
上
野

保
育
園
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
市
報
５
月
25
日
号
で
起
工
式
を
、
９

月
25
日
号
で
途
中
経
過
状
況
を
お
知
ら

せ
し
た
上
野
保
育
園
改
築
工
事
。
11
月

末
に
完
成
し
、
12
月
20
日
㈪
・
23
日
㈭

に
は
見
学
会
を
開
催
し
て
、
延
べ
３
５

０
人
も
の
人
が
新
園
舎
を
見
学
に
訪
れ

ま
し
た
。

　
１
月
４
日
㈫
か
ら
は
保
育
が
開
始
さ

れ
、
59
人
の
園
児
た
ち
は
新
園
舎
に
登

園
。
遊
戯
室
で
は
早
速
全
員
集
合
し
て

新
年
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。
起
工
式
で
�
笑
顔
と

歓
声
が
あ
ふ
れ
る
保
育
園
に
な
る
こ

と
�
を
願
っ
た
関
係
者
全
員
の
思
い
が

実
を
結
び
、
園
児
た
ち
と
保
育
士
は
広

ま
し
た
。式
に
は
関
係
者
50
人
が
参
加
。

待
望
の
信
号
機
設
置
を
祝
う
と
と
も

に
、
こ
の
付
近
で
は
平
成
20
年
11
月
か

ら
昨
年
末
に
か
け
て
高
齢
者
が
被
害
に

遭
う
重
大
な
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い

る
た
め
、
あ
ら
た
め
て
交
通
安
全
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
誓
わ
れ
ま
し
た
。

住
民
代
表
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
、
川
西

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
平
野
綱

一
さ
ん
（
学
校
町
）
は
、「
押
ボ
タ
ン

式
信
号
機
の
設
置
に
協
力
し
て
い
た
だ

　「
千
手
郵
便
局
前
に
押
ボ
タ
ン
式
信

号
機
の
設
置
を
！
」。
こ
れ
は
、
以
前

か
ら
地
域
住
民
の
念
願
で
し
た
。
そ
し

て
つ
い
に
、十
日
町
警
察
署
の
尽
力
で
、

そ
の
念
願
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
１
月
７
日
㈮
、
信
号
機
の
供
用
開
始

に
合
わ
せ
、
十
日
町
警
察
署
と
市
の
共

催
で
﹃
押
ボ
タ
ン
式
信
号
機
点
灯
式
お

よ
び
渡
り
初
め
式
﹄
が
、
千
手
中
央
コ

ミ
�
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
千
手
郵
便

局
前
の
信
号
機
設
置
場
所
で
開
催
さ
れ

 

待
ち
に
待
っ
た
押
ボ
タ
ン
式
信
号
機

　
　
　
　
　
　

念
願
か
な
い
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
！ 

交通安全を願い、行われた渡り初め

い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

利
用
す
る
私
た
ち
も
、
信
号
が

青
に
変
わ
っ
て
も
左
右
の
安
全

確
認
を
行
っ
て
か
ら
渡
る
こ
と

や
、
夜
間
は
反
射
材
を
身
に
つ

け
て
外
出
す
る
こ
と
な
ど
を
忘

れ
ず
、大
勢
の
人
に
利
用
さ
れ
、

愛
さ
れ
る
信
号
機
と
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

園児たちは元気ハツラツ！
屋内は木のぬくもりが感じられる建物です

完成した上野保育園

構造・
階数

鉄筋コンクリート造・
平屋建

延べ
床面積

965.46 ㎡
（うち子育て支援セン  
　ター：106.85 ㎡）

施設の
特徴

地中熱を利用した床暖
房を採用

【上野保育園の概要】

新
し
い
園
舎
は
笑
顔
と
歓
声
で
い
っ
ぱ
い

完
成
し
ま
し
た
！
上
野
保
育
園

18市報とおかまち　平成23年1月25日号市報とおかまち　平成23年1月25日号19



スポーツ振興課　☎ 752-4377昭和の十日町
No.22

と
こ
ろ
が
、
戻
る
と
言
っ
た

日
に
な
っ
て
も
作
左
衛
門
は
帰

っ
て
き
ま
せ
ん
。
心
配
に
な
っ

た
息
子
の
篤
三
郎
が
会
合
の
あ

っ
た
隣
村
の
庄
屋
ま
で
迎
え
に

行
く
と
、「
作
左
衛
門
ど
ん
は
、

今
朝
早
く
出
た
ぜ
」
と
い
う
返

事
。
不
吉
な
思
い
が
よ
ぎ
っ
た

篤
三
郎
が
家
に
戻
る
と
、「
昼

ち
っ
と
前
に
が
け
道
の
途
中
で

庄
屋
さ
ん
と
す
れ
ち
が
っ
た

後
、
ゴ
ー
っ
と
い
う
雪
崩
の
音

が
し
た
ん
だ
て
の
」
と
村
人
が

伝
え
に
き
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
村
中
総
出
で
作
左

衛
門
の
捜
索
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
雪
崩
の
あ
っ
た
谷
底
に
下

り
る
と
、
分
厚
い
雪
の
土
手
が

数
十
メ
ー
ト
ル
も
続
い
て
お

り
、
ど
こ
を
掘
っ
た
ら
い
い
の

か
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
。
す
る

と
古こ

老ろ
う

が
、「
水
難
者
が
出
た

と
き
は
、
雄お
ん

鶏ど
り

を
連
れ
て
い
く

と
、
必
ず
沈
ん
で
い
る
上
で
鳴

く
そ
う
だ
」
と
言
い
ま
し
た
。

村
人
は
早
速
雄
鶏
を
連
れ
て
き

て
雪
の
上
に
放
し
ま
し
た
。
す

る
と
雄
鶏
は
あ
る
場
所
で
止
ま

り
、
一
声
高
く
鳴
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
そ
こ
を
掘
っ
て
み

る
と
、
雪
の
中
か
ら
作
左
衛
門

の
遺
体
が
出
て
き
ま
し
た
。
安

全
確
保
の
た
め
に
一
番
尽
力
し

て
い
た
庄
屋
の
死
を
悼い
た

ん
だ
村

人
た
ち
は
、
最
初
で
最
後
の
村そ
ん

葬そ
う

を
営
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

雪
消
え
を
待
っ
て
村
の
入
り
口

に
地
蔵
尊
を
ま
つ
り
、「
崖
地

蔵
」
と
呼
ん
で
花
や
お
明あ

か
し

を
絶
や
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
雪
崩
が
起
き
な

く
な
り
、
村
人
は
、「
庄
屋
様

が
守
っ
て
い
て
く
れ
る
」
と
信

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〈
六
十
七
〉

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ

と
。
松
之
山
の
あ
る
村
に
作
左

衛
門
と
い
う
人
望
厚
い
庄
屋
が

い
ま
し
た
。

隣
村
か
ら
こ
の
村
へ
の
道

は
、
長
い
断
崖
絶
壁
の
中
腹
に

あ
り
、
冬
は
と
き
ど
き
雪
崩
が

起
き
て
と
て
も
危
険
な
と
こ
ろ

で
し
た
。
こ
の
た
め
、
よ
ほ
ど

の
こ
と
が
な
い
限
り
村
人
は
こ

の
道
を
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

作
左
衛
門
は
、
村
人
の
安
全
を

守
る
た
め
に
別
ル
ー
ト
を
探
し

た
り
、
お
上か
み

に
支
援
を
願
い
出

た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
解
決

に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
大
雪
の
年
、
お
上
か
ら

「
年
貢
米
の
こ
と
で
話
が
あ
る

か
ら
出
頭
せ
よ
」
と
い
う
お
達

し
が
あ
り
、
作
左
衛
門
は
、「
あ

さ
っ
て
の
昼
ま
で
に
帰
る
」
と

言
っ
て
出
か
け
ま
し
た
。
あ
の

危
険
な
道
を
通
っ
て
⋮
。

～山内写真館の世界～

 

「
崖が

け

地
蔵
」
の
巻
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
松
之
山
）

節季市で人気のチンコロ
　● 撮影時期：昭和33年１月

　● 撮影場所：諏訪町付近

　子どもたちに一番人気のある節季市の

土産物はチンコロでした。これは米の粉

をこねて作った細工物で、子犬や干支の

動物、花などがありました。以前は、「ト

ットコ」という鶏の形をしたアンコ入り

の食用チンコロも作られ、近年復活して

売られるようになりました。

●問合せ：情報館　☎750-5100

吉田中学校　全中駅伝チーム柳
暁
人
主
将
・
酒
井
梨
奈
主
将

─
─

男
子
は

昨
年
に
引
き
続
い
て
の
出
場
で
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
全
国
大
会
の
壁
の
高

さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
女
子
は

目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み
ん
な

で
ベ
ス
ト
な
走
り
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
大
会
に
出
場
で
き
た
の
は
、
日
々
の
練

習
の
積
み
重
ね
。
練
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
た
地
域
の
人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

齋
木
勝
紀
先
生

─
─

夏
は
陸
上
、
冬
は
ク
ロ

カ
ン
と
、
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
成
果
を
出
す
こ
と
は
一
朝
一
夕
で
成
し

え
る
も
の
で
は
な
く
、「
日
々
の
頑
張
り
や

地
域
の
支
え
」
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
た
ち
も

理
解
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
頑
張
り

を
次
に
つ
な
げ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生

か
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　昨年12月に山口県で行われた第18回全国

中学校駅伝大会では、県代表として男女共に

出場という快挙を果たした吉田中学校。男

子は昨年に引き続き２年連続の出場で24位、

女子は初出場で19位の成績を収めました。

１月９日から行われたスキー中越選手権で

は、クロカンスキー部の男子が連覇２冠し、

男女共に上位入賞を果たすなど、吉田中学校

に輝かしい記録を残しています。

街中ウォーク　目指せ地球一周40,000㎞

１月15日現在の歩行距離　25,689㎞

　ネージュスポーツクラブでは、脳刺激体操によ

る痴ほう症予防・脳卒中予防と、筋刺激体操によ

る転倒予防・骨折予防に重点を置いた介護予防「健

康体操」教室を行っています。

　脳刺激体操とは、寝たきりや痴ほうの原因とな

る脳疾患を予防するのに効果的な体操で、手や指

などを使いながらちょっと頭を使った動作を行い

ます。一方、筋刺激体操は手や足などを十分動か

すことで筋力を鍛え、立つ・座る・歩くなどの日

常生活に必要な動作を維持するのに役立つ体操で

す。

　どちらの体操も、仲間同士や自宅で一人座った

ネージュスポーツクラブ　教室紹介③
介護予防「健康体操」教室

ままでできる体操です。気軽に体験してみてくだ

さい。いつまでも健康で毎日生き生きと暮らせる

ための体をいっしょに作っていきましょう。

●問合せ

　ネージュスポーツクラブ事務局

　市総合体育館内　☎752-6202

　ホームページ　http://www.neige-sc.jp/　
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雪の中のにぎわい　伝統のチンコロ市

松之山・小谷集落のどんど焼き

　十日町の冬を彩る風物詩の一つ節季市が、１月10日（成人の
日）・15日㈯・20日㈭・25日㈫に諏訪町で開催されました。節
季市は、300年ほど前の江戸時代中期に始まったといわれる伝統
ある市です。別名チンコロ市とも呼ばれ、農家の人たちがわらや
すげ、竹で作った生活用品、野菜、漬物などを販売するもので、
約50の露店が並びました。「チンコロ」は、しん粉（米の粉）を
材料に作られた細工物で、小さい犬という意味だといわれていま
す。福を招く縁起物として人気のチンコロ。今年の干支のうさぎ
や犬、猫などのかわいらしいチンコロを買うため、子どもたちか
ら大人までたくさんの人が行列を作っていました。

　

１
月
９
日
㈰
、
ク
ロ
ス
10
で
消
防
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
日
町
市
消
防
団

の
団
本
部
を
は
じ
め
、
各
方
面
隊
や
女
性

部
な
ど
合
わ
せ
て
３
２
８
人
が
参
加
し
、

人
員
・
姿
勢
・
服
装
の
点
検
な
ど
を
実
施
。

平
成
23
年
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
関
口
市
長
に
代
わ
り
村

山
副
市
長
が
、「
消
防
団
の
力
は
地
域
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
も
心

身
と
技
術
の
鍛
練
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」

と
訓
辞
を
述
べ
、団
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

消
防
出
初
式

　1月16日㈰、小谷集落で小正月行事の“どんど焼き”
が行われました。当日は、「越後妻有2011冬」の小正月
行事体験ツアーで小谷集落にある三省ハウスに宿泊した
皆さんも参加。集落の皆さんが作った甘酒などがふるま
われ、いっしょに冬の伝統行事を満喫していました。所
沢市からツアーに参加した男性は、「家族５人で参加し
ました。子どもたちは、こんなに多い雪は経験がなく、
とても喜んでくれました。集落の皆さんもとてもアット
ホームな雰囲気で楽しいです」と話しました。

　
昭
和
30
年
代
に
十
日
町
産
地
で

生
産
さ
れ
、
全
国
で
一
世
風
び
し

た
マ
ジ
ョ
リ
カ
お
召
を
展
示
し
ま

す
。
●
日
時
＝
１
月
15
日
㈯
〜
２

月
28
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

（
水
曜
日
定
休
）
●
入
場
料
＝
大

人
３
０
０
円
、
中
学
生
１
０
０
円
、

小
学
生
以
下
無
料
●
会
場
・
問
合

せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
―
０

１
１
7
）

　
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会

（
十
日
町
市
・
津
南
町
・
長
岡
市
・

三
条
市
・
新
潟
市
）
で
は
、「
縄

文
」「
火
焔
型
土
器
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
第
３
回
縄
文
楽
検
定
（
初

級
・
中
級
）
を
実
施
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
受
験
で
き
ま
す
。
検
定

内
容
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
３
月
５

日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

（
初
級
）・
午
後
２
時
50
分
〜
４
時

（
中
級
）
●
受
験
料
＝
５
０
０
円

（
当
日
徴
収
）
●
定
員
＝
先
着
各

50
人
●
持
ち
物
＝
受
験
票
、
筆
記

用
具
●
申
込
み
＝
２
月
17
日
㈭
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
欄
に

希
望
す
る
検
定
級
・
住
所
・
氏
名
・

縄
文
楽
検
定

【
冬
太
り
撃
退
！
脂
肪
燃
焼
教
室
】

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
１
月
30
日
㈰
〜
3

月
27
日
㈰
ま
で
の
日
曜
日
（
全
9

回
）
午
前
9
時
〜
9
時
50
分
、
午

前
10
時
〜
10
時
50
分
●
対
象
＝
大

人
●
参
加
費
＝
1
、０
０
０
円（
１

回
）・
１
０
、
０
０
０
円
（
９
回
）

【
冬
の
ス
ケ
ー
ト
ツ
ア
ー
】
●
日

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
各
種
イ
ベ
ン
ト

き
も
の
歴
史
館

マ
ジ
ョ
リ
カ
お
召
展

十
日
町
病
院
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
＝
１
月
30
日
㈰
午
後
2
時

〜
３
時
（
受
付
開
始
1
時
30
分
）

●
演
奏
団
体
＝
十
日
町
高
校
吹
奏

楽
部
●
入
場
料
＝
無
料
●
定
員
＝

１
０
０
人
●
会
場
・
問
合
せ
＝
十

日
町
病
院
（
☎
７
５
７
―
５
５
６

６
）

電
話
番
号
を
、
返
信
欄
に
は
送
付

先
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

明
記
し
て
博
物
館
（
〒
９
４
８
―

０
０
７
２ 

十
日
町
市
西
本
町
1
）

へ
●
会
場
・
問
合
せ
＝
博
物
館（
☎

７
５
７
―
５
５
３
１
）

修
学
資
金
貸
与
者
募
集

は
在
学
す
る
人
で
、
将
来
市
内
で

そ
の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る

人
※
市
教
育
委
員
会
の
奨
学
金
を

受
け
て
い
な
い
人
に
限
る
●
貸
与

月
額
＝
２
万
５
、
０
０
０
円
●
提

出
書
類
＝
①
貸
与
申
請
書
②
成
績

証
明
書
③
健
康
診
断
書
④
保
証
人

と
な
る
人
の
保
証
書
⑤
口
座
振
込

申
込
書
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３

月
15
日
㈫
ま
で
に
地
域
中
核
病
院

建
設
推
進
室
（
☎
７
５
７
―
３
１

８
７
）

統
計
調
査
員
募
集

　
統
計
法
に
基
づ
い
て
国
が
県
・

　市が交付する原付バイクや農耕自動車のナン

バープレートを、十日町市ならではのものに変

更するためデザインを公募した結果、応募総

数34件の中から「ネージュ」に決定しました。

ネージュのデザインは応募数が多く、「かわい

らしい」「市民に親しまれている」「当市最大の

イベント雪まつりのイメージキャラクターであ

る」などの意見から、十日町市をアピールする

のに最もふさわしいキャラクターとして選ばれ

たものです。新ナンバーの交付は４月からです。

●問合せ：税務課家屋資産税係

　　　　　☎757-3728

ご当地
ナンバープレートは
「ネージュ」

に決定

　
看
護
師
な
ど
の
養
成
施
設
に
在

学
す
る
人
へ
、
無
利
息
で
修
学
資

金
を
貸
与
し
ま
す
。
●
対
象
＝
看

護
師
・
准
看
護
師
・
保
健
師
・
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
介
護

福
祉
士
の
養
成
施
設
に
進
学
ま
た

時
＝
2
月
11
日
（
建
国
記
念
日
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

●
会
場
＝
エ
ム
ウ
エ
ー
ブ
（
長
野

県
）●
参
加
費
＝
小
学
生
以
下
３
、

５
０
０
円
、
大
人
４
、
２
０
０
円
、

親
子
７
、
５
０
０
円
●
定
員
＝
30

人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

７
５
８
―
３
３
４
３
）

市
を
通
じ
て
行
う
各
種
統
計
調
査

の
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
は
、
調
査
票
の
配
布
・

回
収
・
点
検
な
ど
で
す
。
調
査
地

域
な
ど
の
条
件
に
合
っ
た
人
に
依

頼
し
ま
す
の
で
、
必
ず
し
も
定
期

的
に
調
査
の
仕
事
を
行
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
応
募
資

格
＝
満
20
歳
以
上
の
税
務
・
警
察
・

選
挙
に
直
接
関
係
が
な
い
人
で
、

秘
密
の
保
持
や
統
計
調
査
活
動
に

熱
意
と
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
め

る
人
●
報
酬
＝
国
の
規
準
に
よ
っ

て
支
払
わ
れ
ま
す
（
2
〜
5
万
円
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　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画政策課広報広聴係
（☎757─3112）へ、気軽にお寄せく
ださい。

tokamachi topics
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



情報館　2月のテーマ図書
　情報館ではテーマ図書のコーナーを設けて、

テーマに沿った図書を展示、貸し出しています。

※テーマは一部変更や追加の場合があります
国民読書年特別企画「私のとっておきオススメ本」

　２月の一般部門の募集テーマは「絆（きずな）」

です。「絆（きずな）」に関するおすすめの一冊を

紹介してください。

■問合せ　情報館　☎750-5100

Ｉ
Ｔ
即
戦
力
養
成
科

訓
練
生
募
集

第
62
回
十
日
町
雪
ま
つ
り

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
広
場

雪
上
イ
ベ
ン
ト
出
場
者
募
集

　
雪
上
イ
ベ
ン
ト
の
出
場
者
を
募

集
し
ま
す
。
●
日
時
＝
２
月
19

日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●
会

場
＝
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
●
参
加
費
＝

１
人
３
０
０
円
●
種
目
＝
ミ
ニ
雪

像
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
、
○
×
ク

イ
ズ
な
ど
●
申
込
み
受
付
開
始
＝

２
月
１
日
㈫
午
前
10
時
〜
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
雪
リ
ン
ピ
ッ
ク
実

行
委
員
会
（
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
内
☎

７
５
８
―
４
８
７
７
）

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年

４
月
採
用
予
定
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
長
（
嘱
託
職
員
）
を
公
募
し

ま
す
。
●
募
集
人
数
＝
３
人
●
採

用
条
件
＝
昭
和
21
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
（
採
用
日
前
日

に
65
歳
に
達
し
な
い
人
）
で
、
業

務
の
流
れ
を
熟
知
し
、
交
渉
・
調

整
能
力
、
事
務
能
力
な
ど
を
有
す

る
人
●
勤
務
場
所
＝
市
内
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
●
職
務
内
容
＝
給

食
セ
ン
タ
ー
全
体
の
運
営
調
整
、

運
営
委
員
会
な
ど
の
開
催
、
庶

務
・
会
計
（
予
算
管
理
）、
施
設
・

機
器
管
理
、
業
務
委
託
管
理
な
ど

●
雇
用
期
間
＝
１
年
（
雇
用
延
長

あ
り
）
●
勤
務
時
間
＝
週
５
日
・

１
日
６
時
間
●
報
酬
＝
月
額
１
６

８
、
３
０
０
円
●
選
考
日
時
・
会

場
＝
２
月
22
日
㈫
午
後
１
時
30
分

〜

‥

市
役
所
本
庁
●
選
考
方
法
＝

面
接
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月

16
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
履
歴
書
を
教

育
総
務
課
学
事
係
（
☎
７
５
７
―

９
９
５
７
）
に
提
出

償
却
資
産
の
申
告
を

忘
れ
ず
に

　
償
却
資
産
を
有
す
る
個
人
や
事

業
主
（
農
業
者
を
含
む
）
の
皆
さ

ん
へ
、
12
月
中
旬
に
23
年
度
償
却

資
産
申
告
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

ま
だ
申
告
し
て
い
な
い
人
は
、
1

月
31
日
㈪
ま
で
に
申
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝

税
務
課
家
屋
資
産
税
係
（
☎
７
５

７
―
３
７
２
８
）

　
厚
生
労
働
省
の
基
金
訓
練
で
、

Ｉ
Ｔ
知
識
、
技
能
習
得
の
実
践
的

な
訓
練
コ
ー
ス
で
す
。
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
て
業
務
を
行
う
人
材
を
目
指

し
ま
す
。
●
日
時
＝
3
月
2
日
㈬

〜
６
月
２
日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
午
前
9
時
10
分
〜

午
後
３
時
50
分
●
対
象
＝
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
求
職
申
込
み
を
し
、
受

講
を
勧
め
ら
れ
た
人
●
受
講
料
＝

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
万
円
程
度

が
別
途
必
要
）
●
定
員
＝
20
人
●

申
込
み
＝
2
月
４
日
㈮
ま
で
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
講
申
込
書
の

交
付
を
受
け
、
返
信
用
封
筒
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、

80
円
切
手
添
付
し
て
申
込
書
と
と

も
に
問
合
せ
先
に
送
付
ま
た
は
持

参
●
会
場

・

問
合
せ
＝
〒
９
４
９

―
８
５
２
２
十
日
町
市
伊
達
甲
９

６
０
―
１
ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
基
金
訓
練
係

（
十
日
町
ソ
フ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

☎
７
５
０
―
２
８
７
０
）　

十
日
町
駅
地
下
道
に

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す

　
2
月
は
、十
日
町
駅
地
下
道
「
市

民
の
い
こ
い
の
広
場
」
に
水
沢
中

学
校
区
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎

７
５
７
―
５
０
１
１
）

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴

収
票
を
送
付
し
ま
す

　
平
成
22
年
10
月
〜
23
年
１
月
分

の
子
ど
も
手
当
を
２
月
10
日
㈭
に

受
給
者
の
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

●
手
当
月
額
＝
中
学
校
修
了
前
の

子
ど
も
一
人
に
つ
き
１
万
３
、
０

０
０
円
●
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
係
（
☎
７
５
７
―

３
７
１
９
）

　
少
額
な
申
告
相
談
及
び
申
告
書

の
作
成
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
必

ず
事
前
に
電
話
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。
内
容
に
よ
っ
て
は
低
額
の

料
金
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
●
事
前
連
絡
の
受
付
時
間

＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
●

問
合
せ
＝
関
東
信
越
税
理
士
会
十

日
町
支
部
（
☎
７
５
７
―
２
５
４

８
）

十
日
町
病
院
眼
科

臨
時
休
診
の
お
知
ら
せ

　
２
月
７
日
㈪
〜
10
日
㈭
は
眼
科

が
休
診
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問

合
せ
＝
十
日
町
病
院
経
営
課
（
☎

７
５
７
―
５
５
６
６
）

２
月
の
休
館
日

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
募
集

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・

11
日
㈷

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
11
日
㈷

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
12
日

㈯●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
市
総
合
体
育
館
＝
15
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
毎
週
水
曜

日

子
ど
も
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

給
付
を
受
け
て
い
る
受
給
者
全
員

に
、
１
月
31
日
㈪
ま
で
に
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
年
金
以
外
の
所
得
が

あ
り
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
こ

の
源
泉
徴
収
票
を
申
告
書
に
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
送
付
さ

れ
た
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
再
交
付
が
可
能

で
す
の
で
、
年
金
事
務
所
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
六

日
町
年
金
事
務
所
（
☎
０
２
５
―

７
１
６
―
０
８
０
２
）

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜

日●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜

日

１
月
の
納
税
・
納
付

　
１
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
10

期
及
び
介
護
保
険
料
第
10
期
の
納

付
月
で
す
。
期
限
（
１
月
31
日
）

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ

＝
税
務
課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉

課

●入館料：大人500円、小・中・高
　生300円（市内小・中学生は無料）
●参加費：大人500円、小・中・高
　生300円
●集合場所・問合せ
　キョロロ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

 「森の学校」キョロロ
２月の里山体験プログラム

日　時・テーマ

２月６日㈰・11日㈷・27日㈰
午後１時30分〜３時
里山の生き物探検（入館料＋参加費）

13日㈰　午前10時〜正午
十二講（入館料のみ）

20日㈰　午前10時〜午後３時
あんぼ作り（入館料のみ）

26日㈯　午前８時30分〜11時30分
探鳥会（無料）

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

「恋する気持ち」（『きみはポラリス』『Pink!』

などバレンタインデーにちなんだ本）

「伝えきれないありがとう」（『ありがとうチョ

ビ』『あいしてくれてありがとう』など感謝

の気持ちを伝える本）

「角野栄子を読む」（『おばけのアッチ』『魔女

の宅急便』などで知られる作家の作品を紹介）

期　日 氏　名 所在地 電話番号

２月
８日㈫

水落信市 寿町２ 757-2548

桑原公夫 昭和町３ 752-3122

酒井栄一 西本町２ 757-8421

２月
９日㈬

和久井工 本町６ 752-2073

大口康幸 津南町 765-2542

高橋　敦 上　野 768-4772

２月
10日㈭

水落雅史 寿町２ 757-2548

田口　泉 千歳町３ 757-3151

高橋昇男 美雪町３ 757-8750

程
度
）。
●
問
合
せ
＝
総
務
課
行

政
管
理
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
１

３
）

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
老
齢

※保護者の承諾を得て掲載しています

むし歯のないよい歯の子
12月の３歳児健診を受けた子33人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

小 林 悠
ゆう

斗
と

（高田町３西） 守

庭 野 　 凌
りょう

（田川町１） 優由

杵 淵 茉
ま

帆
ほ

（本町７−１） 良太

古 澤 偲
し

乃
の

（四日町中原） 裕

江 川 　 心
しん

（四日町中原） 義彦

髙 橋 　 柊
しゅう

（中条八幡） 峰人

高 橋 楽
らく

太
た

郎
ろう

（中条八幡） 良忠

加 藤 空
くう

大
だい

（中条旭町） 剛浩

阿 部 夏
なつ

煌
き

（北新田１） 貴宏

丸 山 和
わ

花
か

（塚原町） 孝行

小 海 智
とも

晴
はる

（塚原町） 昌伸

田 村 　 円
まどか

（錦町２） 隆

松 澤 柚
ゆず

葵
き

（河内町） 秀一

上 村 爽
そ

那
な

（土市２） 佳映

太 田 元
げん

基
き

（土市２） 稔

高 橋 果
か

鈴
りん

（伊達１） 正勝

富 井 大
だい

地
ち

（大黒沢東） 和一

福 嶋 悠
ゆう

里
り

（珠川） 崇

石 沢 心
ここ

花
な

（中屋敷） 宏能

髙 橋 陸
むつ

希
き

（上野） 将文

戸 田 優
ゆう

太
た

（みのり団地） 一真

佐 藤 青
あお

葉
ば

（仁田） 政幸

須 藤 瑠
る

菜
な

（下原） 敏之

長 井 優
ゆ

芽
め

（干溝） 貴志

鈴 木 瑛
えい

太
た

（芋川） 正志

桑 原 美
み

希
き

（新屋敷） 茂

室 岡 　 桜
さくら

（松代） 健

（福）
な
か
さ
と
福
祉
会

施
設
長
募
集

　
4
月
1
日
採
用
の
　
な
か
さ
と

福
祉
会
施
設
長
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
職
種
・
人
数
＝
施
設
管
理

（福）

（福）

運
営
を
行
う
施
設
長
・
1
人
●
応

募
資
格
＝
福
祉
関
連
業
務
に
従
事

し
た
こ
と
が
あ
る
、
ま
た
は
そ
れ

と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
人

で
、
社
会
福
祉
施
設
長
資
格
を
有

す
る
人
（
資
格
が
な
い
場
合
は
後

日
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
）。
●

選
考
方
法
＝
書
類
選
考
・
面
接
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
2
月
28
日
㈪

ま
で
に
、
写
真
付
の
履
歴
書
を
　

な
か
さ
と
福
祉
会
（
☎
７
６
３
―

２
６
６
９
）
に
提
出
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十日町本庁（代表）
☎757-3111

川西支所（市民課直通）
☎768-4956

中里支所（市民課直通）
☎763-3121

松代支所（市民課直通）
☎597-2221

松之山支所（市民課直通）
☎596-2169

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ

▼
今
年
、
伝
統
の
箱
根
駅
伝
を
初
め
て
生

で
観
戦
し
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

当
市
出
身
の
田
村
英
晃
選
手
の
力
走
を
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
往
路

の
１
区
ス
タ
ー
ト
と
、
２
区
横
浜
駅
前
の

２
地
点
で
観
戦
し
ま
し
た
。
１
区
ス
タ
ー

ト
で
は
、
間
近
に
選
手
た
ち
の
緊
張
や
息

づ
か
い
な
ど
を
感
じ
、
２
区
の
横
浜
駅
前

で
は
、
各
選
手
の
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る

走
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
っ

し
ょ
に
行
っ
た
５
歳
の
長
男
が
、
ま
が
い

も
な
い
真
剣
勝
負
か
ら
何
か
を
感
じ
て
く

れ
た
か
？
親
と
し
て
楽
し
み
な
次
第
で
す
。

▼
帰
宅
し
、
録
画
し
た
テ
レ
ビ
放
送
を
見

て
み
る
と
…
「
あ
っ
、
今
ち
ょ
っ
と
だ
け

テ
レ
ビ
に
映
っ
た
！
」
と
長
男
。“
本
物
に

触
れ
、
本
物
を
知
る
”、
そ
ん
な
親
の
淡
い

期
待
を
真
に
受
け
て

く
れ
る
の
は
、
ま
だ

ま
だ
先
の
よ
う
で
す

（
笑
）。

▼
さ
ま
ざ
ま
な
冬
の
行
事
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
も
地
元
の
神
社
で
行
わ
れ
た

ど
ん
ど
焼
き
に
出
か
け
、
無
病
息
災
を
祈

願
。神
社
は
高
台
に
あ
り
、帰
り
道
で
い
っ

し
ょ
に
い
っ
た
姪
を
お
ん
ぶ
し
た
ら
ヘ
ト

ヘ
ト
で
し
た
。
２
月
の
十
日
町
雪
ま
つ
り

で
は
、
カ
メ
ラ
を
片
手
に
街
中
を
巡
り
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
楽
し
い
う
え
に
歩
く

機
会
に
も
な
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。

▼
冬
は
寒
さ
や
雪
の
た
め
外
出
も
運
動
も

減
り
が
ち
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
何
か
心
が

け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
私
は
休

日
の
除
雪
作
業
で
す
。
半
日
で
か
な
り
疲

れ
ま
す
が
、
き
れ
い
に
な
る
と
気
持
ち
も

す
っ
き
り
し
ま
す
。
今
年
は
さ
ら
に
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
に
も
興
味
あ
り
。
昨
年
初
め

て
行
き
ま
し
た
が
、
結
局
１
回
き
り
で

シ
ー
ズ
ン
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
再

挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
れ
、

も
し
か
し
た
ら
、
ほ

か
の
季
節
よ
り
体
を

動
か
し
て
い
る
か

も
？

(五) (入)

●診療時間：午前８時30分〜午後５時
※昼休み時間が医療機関により異なりますので、午
　後の診療開始時間は問い合わせてください

●休日救急医

●日時　毎週火曜日　午前10時〜11時
●会場　サンクロス
●対象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●心配ごと相談

　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
▽十日町本所　毎週木曜日※17日は休み
▽松代支所　　４日㈮　  ▽松之山支所　８日㈫
▽中里支所　　18日㈮　 ▽川西支所　　22日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

　２月は献血バスが来ませんので、献血ルームでの

献血（特に400㎖）にご協力をお願いします。

　なお、３月からは献血バスが来ます。

●問合せ　健康支援課母子保健係　☎757-9759

●全血献血

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　３日㈭・17日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】23日㈬　午後１時〜３時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【中里地域】19日㈯　午後１時30分〜３時30分
       　　　　会場：行政相談員自宅
       　　　※会場の詳細は中里支所市民課
　　　　　　 ☎763-2513へ問い合わせてください
　【松代地域】４日㈮　午後１時30分〜４時
       　　　　会場：社会福祉協議会松代支所

●法律相談　電話で市民生活課市民年金係へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●多重債務相談　電話で市民生活課交通生活係へ要予約
　９日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●消費者相談　電話で市民生活課交通生活係へ予約可
　毎週月曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　10日㈭・24日㈭
　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

●日時　毎週木曜日　午前10時〜11時
●対象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

 いっしょにあそぼ

●日時　12日㈯　午前10時〜11時
●会場　下条公民館
●対象　乳幼児〜小学生
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

　２月はお休みです。

●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 おはなしひろば

●日時　10日㈭　午前10時〜11時
●対象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしたまてばこ

●日時　26日㈯　午後２時〜３時
●対象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 読み聞かせの会「どんぐり」

●日時　５日㈯・12日㈯・19日㈯
　　　　午前10時30分〜11時
●対象　乳幼児
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしぴよぴよ

●日時　26日㈯　午前10時〜11時
●会場　千手中央コミュニティセンター
●対象　乳幼児〜小学３年生
●問合せ　保坂　☎090-7814-9462

 おはなしの会「ふきのとう」

●日時　５日㈯　午前10時30分〜11時30分
●対象　どなたでも参加できます
●会場・問合せ
　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院 ☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜

　不眠・不安・意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも無料で相談できます。

●日時　10日㈭　午後２時〜４時

●会場　十日町保健センター（市役所隣）

●医師　佐藤医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ

　健康支援課成人保健係☎757-9764

●こころの健康相談●ちびっこひろば●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 ４日㈮

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 18日㈮

会　　場　十日町保健センター（市役所隣）

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

９日㈬
千手中央コミュニティセンター

午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

10日㈭
子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

松之山保育園 午前９時〜11時

25日㈮ 松代保育園 午前９時〜11時30分

期　日 会場 受付時間

７日㈪・21日㈪ 十日町保健センター（市役所隣） 午前9時30分〜11時30分

10日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

15日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

18日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

21日㈪
中里支所 午前9時〜11時30分

松代支所 午前9時〜11時

25日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

28日㈪ 松之山支所 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

23日㈬
午後１時
　〜１時30分

22年10月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

24日㈭
午前９時
　〜９時30分

22年４月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

16日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年８月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

23日㈬
午前９時
　〜９時30分

20年８月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

17日㈭
午後１時
　〜１時30分

19年８月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯
　面塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）、視聴
　覚アンケート（３歳６か月児のみ）、着替えや
　おむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠
　席や体調が心配な場合は、本庁または各支所へ
　連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
　す。届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆと
　りをもって来てください。

●乳幼児健診

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

津南病院 津南町 765-3161

山口医院 袋町中 752-2174

川西診療所 高原田 768-2034

倉俣診療所 芋川 763-2147

中条病院 北原 757-3018

石川医院 津南町 766-2061

池田医院 本町西１ 752-2581

11日㈷

13日㈰

20日㈰

27日㈰

６日㈰
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　「
み
ん
な
と
仲
良
く
バ
ス
ケ
が
で
き
る

の
が
こ
の
ク
ラ
ブ
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
」

と
話
す
の
は
、
女
子
キ
�
プ
テ
ン
の
関
由

夏
さ
ん
（
田
沢
小
６
年
）。
男
子
キ
�
プ

テ
ン
の
村
山
開
成
さ
ん
（
田
沢
小
６
年
）

も
、「
み
ん
な
が
楽
し
く
バ
ス
ケ
を
し
て

い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
も
っ
と
練
習
を
頑

張
り
た
い
で
す
」
と
話
し
、
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

が
伝
わ
り
ま
す
。
男
子
チ
ー
ム
の
監
督
を

務
め
る
恩
田
誠
さ
ん
（
山
崎
・
38
歳
）
は
、

「
試
合
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分

の
や
る
べ
き
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
し
ま
す
。
県
大
会

で
は
そ
れ
が
う
ま
く
か
み
合
っ
て
、
準
優

勝
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
１
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た

第
25
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ
杯
新
潟
県
中
学
校
新
人
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、
中
越
地
区

出
場
枠
４
校
の
う
ち
、
市
内
か
ら
中
里
中

学
校
と
水
沢
中
学
校
が
出
場
。
各
校
で
は

同
ク
ラ
ブ
の
主
力
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
選
手

が
活
躍
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
恩
田
監
督

は
、「
ク
ラ
ブ
で
バ
ス
ケ
の
楽
し
さ
を
知
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
中
学
・
高
校
・
大
学
・

社
会
人
と
バ
ス
ケ
を
続
け
、
そ
し
て
地
元

に
戻
っ
て
き
て
後
輩
の
指
導
に
あ
た
っ
て

く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
子
ど
も
た
ち

の
未
来
に
目
を
向
け
て
い
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
随
時
募
集
中
！
興
味
が

あ
っ
た
ら
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

₃₄

子
ど
も
た
ち
に
バ
ス
ケ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

　

平
成
10
年
４
月
に
結
成
さ
れ
た
中
里
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
。
昨
年
12
月
19

日
に
決
勝
が
行
わ
れ
た
第
30
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会
の
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　現在は小学１～６年生の男女合わせて47人が所属。楽しくバスケをするこ
とを基本にしながら、本年度はあいさつの指導にも力を入れています。

　

県
大
会
で
準
優
勝
し
た

選
手
た
ち
。

　練習は週２回で、水曜日午後７時～９時
と土曜日午前９時～11時30分に中里体育
館で行っています。
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